
ご あ い さ つ

当館では、平成１５年度より、県内最大規模の前方後円墳である今治

市相の谷１号墳出土遺物について、保存処理及び資料整理を進めてま

いりました。発掘調査後約４０年が経ち、出土遺物の保存処理・再検討

が必要になってきたことが大きな要因の一つです。

また、整理過程において調査時に撮影された写真や作成された図面

についても当館で一括して保管することとなりました。これらの資料

が県内の地域史研究ならびに前期古墳研究の一助になれば幸いです。

なお、付編として昭和４１年・４２年発行の『相の谷古墳発掘調査報告書』

を再録いたしました。合わせてご活用いただければ幸いです。

最後に、本目録の刊行にあたり、種々のご教示いただき、貴重な資

料をご寄贈いただきました正岡睦夫氏をはじめ、調査に関係された

方々、ご指導・ご協力をいただきました関係各位に厚くお礼申し上げ

ます。

平成１９年３月

愛媛県歴史文化博物館



例 言
１．本目録には、愛媛県教育委員会所蔵・当館保管の今治市相の谷１号墳及び同９号墓出土遺物を収

録した。

２．本書は第１部資料編・第２部考察編・第３部総括・写真図版・付編で構成する。

３．付編には愛媛県教育委員会発行の『昭和４１年相の谷古墳発掘調査報告書』・『昭和４２年相の谷古墳

発掘調査報告書』を発行者の承諾を得て原文のまま転載した。

４．掲載資料の整理は、当館考古研究科主任学芸員冨田尚夫・主任学芸員石岡ひとみ・�愛媛県埋蔵

文化財調査センター調査員山内英樹が行った。なお、執筆者については文末に記名した。

５．遺物写真の撮影は、冨田尚夫が行い、相の谷９号墓出土銅鏡写真の一部については�松山市生涯

学習振興財団埋蔵文化財センター撮影資料（大西朋子氏撮影）を掲載した。X 線写真の撮影は、

銅鏡を�元興寺文化財研究所が、鉄製品を当館歴史研究科主任学芸員亀井英希が行った。

６．銅鏡の保存処理は�元興寺文化財研究所に委託した。鉄製品の保存処理は、亀井英希が行った。

埴輪の注記作業は�セットアップに委託した。

７．埴輪及び中世土器の復元・接合にあたっては、�愛媛県埋蔵文化財調査センターの協力を得た。

また、中世土器の接合の一部は平成１８年度博物館実習の一環で行い、実習生の協力を得た。

８．本書の作成にあたり、下記の機関・個人の方にご指導・ご協力を賜りました。記して深謝いたし

ます。

�愛媛県埋蔵文化財調査センター・愛媛県教育委員会・愛媛県工業技術センター・

�元興寺文化財研究所・�松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター・

愛媛大学埋蔵文化財調査室

正岡睦夫・森 毅・名本二六雄・下條信行・清水真一・岡田敏彦・田崎博之・谷若倫郎・

吉田 広・柴田昌児・柴田圭子・尾崎 誠・山岡奈美恵・梅木謙一・大西朋子・森下章司・

仙波浩雅・橋本智紀・片岡大介・古谷 毅・蔵本晋司・大久保徹也・吉田和彦・魚島純一・

結城やよい・本嶋美鈴・持永皆子（順不同・敬称略）

９．本書の編集は冨田尚夫が中心に行い、石岡ひとみ・亀井英希・�愛媛県埋蔵文化財調査センター

山内英樹氏の協力を得た。

凡 例
１．土師器・中世土器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研

究所色票監修『新版標準土色帖（１９９６年版）』に拠った。

２．相の谷１号墳及び９号墓の発掘調査報告に関する基本文献は下記文献を引用・参照した。

愛媛県教育委員会 １９６６『相の谷古墳発掘調査報告書』

愛媛県教育委員会 １９６７『相の谷古墳発掘調査報告書』

正岡睦夫・泉本知秀 １９７３「愛媛県今治市近見相の谷９号墓調査報告」『古代学研究』第６７号

正岡睦夫 １９８５「相の谷古墳群調査概報」『遺跡』第２８号 遺跡発行会
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